「ぼくのいぬ」

これは２５年前に電車の中で作った曲である。

当時、唯一の親友だった愛犬コロがフイラリア症で旅立ち、その時の悲しさに暮れ偲んで作曲したマイナーでペーソスな原曲であった。

いつしか音譜化したいとずっと頭の中でしたためてきたものである。

ここ最近になって特に具現化への夢が高まり、そして何より保育園や幼稚園の子供達の為に、優しく温かい思いやりの心を愛唱歌として形に現して見たいと、そんな願いを込めて苦労の末に、ようやく作り上げたものである。

もともと２～３編の元の詩を４編に組み直し完成させたものである。

最終的には後になって追詩を加えて１０編もの長編になってしまい、余りに長過ぎる為、園児や小さな子供たちが歌い易い様にと３～４編止まりに厳選した次第である。
伴奏もペーソスでマイナー調になりがちだが、ここでは単純に明快な楽しくかわいい童謡として甦らせたものである。

小さな命、動物、自然をいたわる慈愛の心、優しい純朴な唱歌の世界をイメージして歌っていただけたら幸いである。

～　童謡は汚れなき心のふるさと

郷愁を誘い心は憧憬に遊ぶ　～
